
2019 年度岸保・立平賞の受賞者決まる  

 

受賞者：青梨和正（気象研究所）・久保田拓志（宇宙航

空研究開発機構）  

業績：衛星観測による全球降水マップの開発と社会で

の実利用推進に関わる功績  

選定理由：  

降水の状況を把握することは気象・気候研究のみな

らず社会生活においても重要である．しかし地上の雨

量計や気象レーダの観測網は，特に熱帯域などでは十

分には整備されていない．衛星観測は全球的な降水観

測を実現する唯一の手段であるが，米国海洋大気庁

（NOAA）や米国航空宇宙局（NASA）の従来の衛星搭

載赤外放射計からの降水量推定は，十分な精度がない

という問題点があった．また防災分野で必要とされる

時空間分解能や速報性の不足により社会での利用が進

んでこなかった．  

このような状況において青梨氏と久保田氏は，衛星

搭載マイクロ波放射計等の複数の衛星データを利用し

た全球降水マップ（ GSMaP；Global  Satel l i te  Mapping 

of  Precipitation）の開発に貢献し，高い時間・空間分

解能での高精度の準リアルタイム・データ提供を実現

させた．マイクロ波放射計は降水に直接感度があると

いう利点ある．しかしその測定データは雨粒からの射

出などの積分値を表す輝度温度であり，測定値から地

表降水強度を算出するためのアルゴリズム開発が必要

であった．青梨氏は熱帯降雨観測衛星（ TRMM）等の

データを用いて日本において先駆となるマイクロ波放

射計用の降水推定アルゴリズムを開発し，さらに降水

レーダの同時観測データを用いて降水物理モデルに基

づいた降水強度推定アルゴリズムを開発した．その成

果をまとめた Aonashi  et  al .  （ 2009）は，数多くの論

文で引用されている．青梨氏は，宇宙航空研究開発機

構（ JAXA）の GSMaP グループリーダを務めるととも

に， 2012-2014 年には世界気象機関（WMO）・気象衛

星調整会議の国際降水ワーキンググループの共同議長

を務め，国際的な衛星降水観測コミュニティにリーダ

ーシップを示した．  

久保田氏は，降水強度推定アルゴリズムで不確実性

の大きな要因である降水非一様性の補正手法等を開発

するとともに，このアルゴリズムを複数衛星データに

適用することで降水マップを作成し，地上レーダや地

上雨量計により検証した． Kubota  et  al .（ 2007）は

GSMaP の代表的な論文として広く引用されている．



さらに久保田氏は青梨氏が開発したアルゴリズムをも

とに，準リアルタイムで降水マップを作成するシステ

ムを構築した．青梨氏と久保田氏は，2014 年に主衛星

が打ち上げられた全球降水観測計画（ GPM）データを

用いた GSMaP アルゴリズムの発展にも取り組み，

2015 年には静止気象衛星「ひまわり」域内で実時間で

の GSMaP の作成・配信を実現した．  

GSMaP プロダクトは JAXA のホームページなどで

公開され，「 JAXA 世界の雨分布速報」の登録者は世界

の約 117 ヶ国に広がっている． GSMaP データの利用

は行政機関や一般の方面でも拡大している．国内では，

農林水産省による世界の穀物生産モニタリング，小笠

原村役場のホームページを通じた防災などへの活用，

民間保険会社の天候の指標への活用，デジタル地球儀

（全国の約 13 の科学館などで常設展示）での教育利

用などである．国外においても GSMaP は，インドネ

シアの気象局などアジア太平洋の約 12 機関で降雨モ

ニタリング等の現業に用いられ，またパキスタンなど

のアジアの気象・水文機関による洪水予測システムへ

の 実 装 も 進 ん で い る ． さ ら に GSMaP は WMO の

SEMDP （ Space-based Weather  and Cl imate 

Extremes  Monitoring Demonstration  Project）に採

用され，アジア太平洋の気象・水文現業機関での豪雨・

旱魃等の気候監視に利用されている．  

以上のように青梨氏と久保田氏は，衛星による高精

度高分解能の全球降水マップ作成に関する技術を発

展・向上させ，社会に多大なる貢献をした．これらの

功績により，青梨和正氏と久保田拓志氏に 2019 年度

の岸保・立平賞を贈呈するものである．  
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